何ぞ 測らん 右の 蛙が そもそも 不思議の 発端で、 それ か 

ちゃ 

ら この 邸内に 種々 の 怪異 を 見る 事と なった。 ある 日の 

*- こ ノ ぬ- y> 

夕 ぐれ、 突然に ド ドンと 凄じい 音が して、 俄に 家が グ 

ラグ ラと 揺れ 出した ので、 去年の 大地震に 魘 えてい る 

人々 は、 ソレ 地震 だと 云う 大騒ぎ、 ところが 又 忽ちに 

ひともしごろ 

鎮 つて 何の 音 もない。 で、 それから は 毎夕 点燈 頃に な 

ると、 何処より とも 知らず 大浪の 寄せる ような ゴゥゴ 

ひびき 

ゥ という 響 と共に、 さし もに 広き 邸が グラ ダラと 動く _ 

つめ あい いろいろ せんぎ せんさく 

詰 合の 武士 も 怪しんで 種々 に 詮議 穿 索して 見た が、 更 

きも 

に その 仔細が 分らず、 気の 弱い 女 共 は 肝 を 冷して 日 を 

送って いる 中に、 右の 家 鳴 震動 は 十日ば かりで 歇んだ 



に、 何れも 殆ど 匙 を 投げて、 どうに もこう にも 手の 

着 様がない。 何しろ、 これまで 曾て 人 を 傷つけ たこと 

の 無い この 石が、 鉄砲 を 持 出す と 直ちに その 人 を撲っ 

というの は 如何にも 奇怪で、 何でも 怪しの 物が 潜んで 

いるに 相違ない と、 更に 家 探しに 取 かかって、 座敷 内 

は 云う に 及ばず、 天井裏まで 取調べた けれども、 更に 

これ ぞと 云う 手懸 もな く、 また 庭の 内に は 狐狸の 住家 

らしい 穴 も 見当らぬ ので、 ただ 不思議 不思議と 云 ぃ暮 

して 日 を 経る 中に、 ある 者の 説に 曰く、 昔からの 伝説 

に、 池 袋 村 (北豊 島 郡) の 女 を 下女に 雇う と、 不思議 

あやしみ 

にも その 家に 種々 の 怪異が ある。 これ は 池 袋の 神が 我 



思議、 しかも その後に は 何の 怪異 もなかつ たこと はい 

よいよ 不思議。 で、 右の 怪異 は 全く 池 袋の 祟と 一決し 

て、 一 同 も ホッと 息 を 吐いた と 云う。 

以上 は 紛れ もな き 事実で、 現在 これ を 目撃した 人の 

^話 を そのまま 筆記した ものである、 しかし それが 果 

かぎ リ 

して 池 袋の 祟で ある や 否や は 勿論 保証の 限 でない。 

今日で も北豊 島に 池 袋 村と いう 村 は 存在して いるが、 

当時 は 曾て そんな 噂 を 聞かぬ。 けれども、 江戸時代に 

は 専ら そんな 説が 伝えられ たの は 事実で、 これに 類似 

の 奇談が 往々 ある。 で、 名 奉行と 聞え た 根 岸 肥 前 守の 

随筆 「耳 袋」 の 中に も 「池 尻 村と て 東武の 南、 池 上 本 



と 情 を 通ず る 者が あると、 それから 種々 の 怪異 を 見る 

の だと も 云う。 何方に しても、 その 原因 や 理由の 解ろ 

う 害 はなく、 当時で はか かる 噂 も 全く 絶えて 了った よ 

うだ。 

(『文 藝 倶楽部』 g 年 4 月 号) 

* 〈日本 妖怪 実譚〉 (記者) より。 筆名 は 「不語 堂」 使 

用。 
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